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 要  旨 
近年，マルチメディア処理の高速化を目的として SIMD(Single 
Instruction Multiple Data)命令セットを搭載する汎用プロセッサが増えて
いる．これら SIMD 命令セットはマルチメディア処理を中心に非常に高い性
能を発揮するが，その特性から命令の動作が複雑であるため，通常の命令セ
ットに比べ利用が容易ではない．SIMD命令による速度向上をより容易に得ら
れるように様々な研究がなされており，SIMD命令を利用するための様々なア
プローチが試みられている．これらは自動ベクトル化コンパイラに自動で
SIMD命令を生成させる手法とプログラマがSIMD命令の適用可能個所を検出
し，人手でSIMD命令を記述する手法に大別できる． 
現在，自動ベクトル化コンパイラがソースコードから潜在的なSIMD命令の
適用可能個所を見つけだし，自動的にSIMD命令を生成することは容易ではな
い．これは，従来の命令セットでは要求されなかったデータの並列性やメモ
リアライメントの条件を満たす必要があることに起因する．効果的にSIMD命
令を利用する手段として，明示的にSIMD命令を記述するアセンブラや組み込
み関数が広く用いられている．しかし，プログラマがアーキテクチャごとの
命令特性を十分に理解する必要があることに加え，これらの手法で記述され
たコードはアーキテクチャに依存した記述であるためコードの可搬性が失
われる問題がある． 
本研究では明示的にSIMD命令を記述したコードに性能可搬性を持たせる
手法としてSIMD命令向けの共通記述方式を提案する．本方式は，明示的に
SIMD命令を記述することでSIMD命令を効果的に利用し，かつコードの性能可
搬性を保つことを目的としている．本研究における性能可搬性とはSIMD命令
を用いることで速度向上が見込める複数の環境上で，SIMD命令を活用し速度
向上できる性質のことを指す． 
本研究では本方式の実現手段として共通記述方式向けのコンパイラを実
装した．また，共通記述方式を用いて行列積，高速フーリエ変換，色空間の
変換のプログラムを記述し，評価を行った．その結果，コードの性能可搬性
が保てることを確認した． 
 
